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１年次の英語教育効果の検証
An Analysis on English Education of the First Year Students
Arisa KOCHIYAMA
和洋女子大学　言語・文学系外国語外国文学研究室
要旨
　本研究では、本学で行われている英語教育の効果を検証するため、2009年度に、本学１年生に実施し
たTOEIC Brideによる事前、事後テストの結果を比較分析し、１年間の英語力の伸びを測定した。さらに、
１年次の最終日に実施した英語授業に関する受講者アンケートを分析し、教員による英語授業の取り組み
の成果や今後の課題を検討した。その結果、学類ごとに多少の違いはあるものの、英語力の伸びが見られ
た。一方、授業方法においていくつか問題点があることも判明した。
１．はじめに
　和洋女子大学では、2004年度における旧外国語教育研究センターの新設に伴い、英語カリキュラムの
包括的な改正を実施した。主な改正点は、G-TELPiという英語標準テストを活用した習熟度別英語クラス
編成の実現、事後テスト結果に基づく英語カリキュラム内容の見直しの２点である。習熟度別クラスの実
施により、各レベルに合わせたテキストを選択したり、授業中の英語使用頻度をレベルに合わせて調整す
るなど、学生のニーズやスキルに合った授業展開を可能にすることを試みた。さらに、英語教育の効果を
促進するため、英語aではネイティブスピーカー教員がスピーキング・スキルとライティング・スキルの
向上を目的とするタスクを兼ね備えた共通の教材を使用し、学生の英語力を両スキルから補って伸ばして
いくことを試みた。英語bのリスニングのクラスではCALL教材の使用を義務づけ、リスニング力の向上を
図った。
　2008年度における学部編成の変更に伴い、外国語教育研究センターは廃止され、共通教養の英語に関
する授業改善の試みは全学教育センターの外国語部門に所属する英語・英文学類の教員が行うこととなっ
た。新たな取り組みの一つとして、2009年度には、入学前テストおよび事後テストに用いる測定方法の
見直しがなされ、これまでのG-TELPからTOEIC Bridgeに切り替えられた。
　本研究は、こうした英語授業における取り組みが実際に教育効果として反映されるか否かを探ることを
目的とする。効果測定のための道具として、2009年度の入学前に実施したTOEIC Bridgeを事前テストとし、
後期の最後の授業後に実施したTOEIC Bridgeを事後テストとして、基礎英語力の伸びを比較分析する。さ
らに、後期終了後に英語授業受講者に実施した英語授業に関するアンケートを分析し、新カリキュラム導
入による成果や今後の課題を検討する。
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２．調査のデザイン
２．１　調査の目的
　2009年度に行った英語の事前テストと事後テストを利用し、総合得点及び各セクション（リスニング
セクション、リーディングセクション）における得点の向上か見られるか否かを学類別に探る。次に、英
語授業に関する学習者の意識を調査する。
２．２　調査方法
　2009年４月、入学前に習熟度別クラス分けのために全１年生に実施した英語のプレイスメントテスト
を事前テストとし、2010年２月、後期終了後に実施したテストを事後テストとした。テストには、リス
ニング、リーディングの２セクションで構成されるTOEIC Bridgeを使用した。TOEIC BridgeとはTOEICの
特徴を備えつつ初・中級レベルの英語能力測定に照準を合わせて設計されたテストである。設問は、リス
ニングセクションの設問数は50問で、時間は25分、リーディングセクションの設問数は50問で、時間は
35分である。スコアはリスニング10点～90点、リーデング10点～90点、トータル20点～180点の２点
刻みで表示される。テストは英文のみで構成されており、マークシート方式の一斉客観テストである。事
前テスト、事後テストには別の内容が使用されているが、同一レベルの問題が出題されている（財団法人
国際ビジネスコミュニケーション協会）。財団法人国際ビジネスコミュニケーション協会の協力により、
トータルスコアと各セクションのスコアの分布を比較した。さらに、事後テストで選択式の受講者アンケー
トを実施し、英語授業について意見や感想を問うた。
２．３　調査対象者
　本研究のデータ対象者は2009年４月のプレイスメントテストを受講した本学１年生681名及び、2010
年２月に事後テストを受講した本学１年生563名（重複あり）である。
２．４　調査項目
　本研究の調査項目は以下の通りである。
　　（１）2009年度に実施した事前テストと比較して、事後テストの得点に向上が見られるか。学類別
では違いが見られるか。
　　（２）英語授業に対する学習者の反応はどうか。どの点が高く評価され、どの点が低く評価されてい
るか。
３．調査結果
３．１ 全受験者平均スコア
　2009年度に実施した事前テストと事後テストの結果をその総合得点（TTL）とセクションごとに比較
１年次の英語教育効果の検証（河内山）　203
した（図３.１参照：財団法人国際ビジネスコミュニケーション協会提供）。
　総合得点の平均得点に関しては、事前テストで112.4点であったのに対し事後テストで116.2点であり、
その得点伸びが見られた。この結果は2009年度の１年間の英語授業の成果がテスト結果に有意に表れた
ことを示している。セクション別の得点差では、リスニングセクション（Listening）において＋2.4点、リー
ディングセクション（Reading）では＋1.5の上昇が見られた。　リスニングセクションなにおける得点
の増加がより大きかったことは、英語bの授業におけるCALL教材の使用を義務づけたことが効果的であっ
たことを示唆している。一方、リーディングセクションの得点に顕著な伸びが見られなかった要因として
は、リーディングの授業での指導内容が特定されていなかったためであると考えられる。
３．２　学類別平均スコア比較
　次に、事前（１回目）、事後（２回目）テストの結果を学類別に比較した（図３. ２参照：財団法人国際
ビジネスコミュニケーション協会提供）。
 英語・英文学類を見ると、総合得点の平均得点に関しては、事前テストで123.8点であったのに対し、事
後テストで133.2点であったため、＋9.4点の得点の伸びが見られた。セクション別の得点差を見て行くと、
リスニングセクションでは＋5.0点、リーディングセクションでは＋4.4点とそれぞれ大幅に得点を伸ばし
ており、英語授業の効果が見られる。英語・英文学類では共通教養の英語aとｂの他に、講読、発音法、
英作文、英会話を含め、１年次に週７時間の英語の必修科目があり、他学科と比較しても英語の授業数が
圧倒的に多い。これらの要因が事後テストにおける得点の伸びに繋がったと考えられる。
図３．１．2009年度事前・事後テスト平均スコア
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　日本文学・文化学類を見ると、総合得点の平均点に関しては、事前テストで109.9点であったのに対し、
事後テストで114.3点であったため、＋4.4点という得点の伸びが見られた。セクション別では、リスニ
ングで＋1.9点、リーディングで＋2.5点の伸びが見られた。日本文学・文化学類は、共通教養の英語では
英語aとbのうちのどちらかが必修科目であるため、学生によってはネイティブスピーカー教員によるス
ピーキングとライティングの授業、あるいは日本人教員によるリスニングとリーディングの授業を受講し
ていない。より顕著な英語力の向上を目指すためには、当該学類における共通教養の英語の授業を拡充す
ることが必要でると考えられる。
　心理・社会学類を見ると、総合得点の平均点に関しては、事前テストで111.9点であったのに対し、事
後テストでは114.9点であったため、＋3.0点という得点の伸びが見られた。セクション別では、リスニ
ングで＋2.8点向上し、英語授業の効果が見られたが、リーディングで＋0.2点の伸びにとどまり、英語読
解力の向上は見られなかった。心理・社会学類は国際社会システム専修と人間発達学専修に分かれており、
国際社会システム専修は、英語・英文学類同様、比較的英語の必修科目が多く、１年次では週４時間の英
語の必修授業がある。一方、人間発達専修の英語授業は共通教養の英語aとbのみであるため、１年次に
は週２時間しか英語の授業はない。これらの要因が事後テストのリーディング力の結果に表れたと考えら
れる。今後のリーディングの授業内容の検討が必要であろう。
　次に、服飾造形学類を見ると、総合得点の平均得点に関しては、事前テストで101.2点であったのに対し、
事後テストで106.9点であったため、＋5.7点という得点差が見られた。セクション別では、リスニング
で＋2.6点、リーディングで＋2.9点とそれぞれ比較的顕著な伸びを見せた。日本文学・文化学類同様、当
該学類は共通教養の英語a、bのうち一つのみ必修であるため学生によってはどちらか一つの授業しか受
講していないことになる。しかし事前テストにおける当該学類の平均得点が全学類中最も低かったことを
考慮すると、習熟度別クラスの英語授業が低学力の学生には有効に働いたことが、事後テストにおける英
語力の伸びに繋がったと考えられる。
　健康栄養学類を見ると、総合得点の平均得点に関しては、120.1点であったのに対し、事後テストでは
図３．２．2009年度事前・事後テスト学類別平均スコア
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121.0点であったため、＋0.9点の伸びにとどまった。セクション別では、リスニングで＋0.4点、リーディ
ングで＋0.3点という点差にとどまり、英語授業の効果は見られなかった。当該学類の事前テストの平均
得点は英語・英文学類を除く全学類で最も高く、習熟度別クラスの英語授業が高学力の学生には効果的で
はなかったことが考えられる。クラスのレベルと授業内容を検討していく必要があるだろう。
　生活環境学類を見ると、総合得点の平均得点に関しては、事前テストで104.9点であったのに対し、事
後テストで107.7点であったため、＋2.8点という得点差が見られた。セクション別では、リスニングで
＋1.5点、リーディングで＋1.4点となっており、英語a、bの英語授業の効果はある程度見られた。生活環
境学類も共通教養の英語aとbのみが英語における必修科目であるため、共通教養の英語としての教育効
果はこの結果に直接表れると考えられる。今後、更に詳細な分析が必要であろう。
３．３　英語授業に対する学習者の反応
　次に、2009年度に共通教養の英語の授業を受講した学生に授業方法やその内容に関して６問から成る
アンケート調査を実施した。「思う」を１、「思わない」を５にした５段階で評価してもらい、その調査結
果をグラフに示した（図３. ３参照：財団法人国際ビジネスコミュニケーション協会提供）。
Ⅰ．（英語a履修学生回答）ネイティブの先生の授業をとってよかったと思う。
図３．３ 学生の英語授業に対する５段階評価円グラフ
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Ⅱ.（英語a履修学生回答）ネイティブの先生とコミュニケーションがとれるようになったと思う。
Ⅲ. （英語b履修学生回答）パソコンを使ったリスニングの授業が役に立ったと思う。
Ⅳ．授業の難易度は自分に合っていたと思う。
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Ⅴ．以前より英語の基礎学力がついたと思う。
Ⅵ．以前より英語に興味を持つようになったと思う。
　分析結果から、まず、ネイティブ教員の授業に対する肯定的な意識が読み取れる。最も高く評価されて
いる項目としては、「ネイティブの先生の授業をとってよかった」という英語aのスピーキングの授業に関
するものが挙げられ、84%の学生が「思う」「どちらかというとそう思う」と回答している。また、61%
の学生が「ネイティブの先生とコミュニケーションがとれるようになった」と考えており、スピーキング
の授業の効果を実感していると見て取れる。
　次に評価されている項目は「授業の難易度は自分に合っていた」という授業の難易度に関するもので、
54%の学生が支持しており、27%の学生が「どちらでもない」と回答している。習熟度別クラス分けがあ
る程度効果的に働いていると考えられるが、19%の学生が「どちらかというとそう思わない」「思わない」
と回答しており、クラスレベルと授業内容の更なる検討が必要であることが判明した。
　 英語bのリスニングの授業におけるアルク教材などのコンピューター教材の使用に関する反応では42%
の学生が「パソコンを使ったリスニングの授業が役に立った」と回答しており、35％の学生が「どちら
でもない」と回答している。評価が分かれた要因としては、CALL教材の使用を義務づけたことにより、
CALL教材を使った授業に慣れている担当教員と不慣れな担当教員との授業形態に格差が生じたことが考
えられる。今後、英語bの担当教員がCALL教材を導入した授業の特徴を理解するために更なる努力が必要
であることが判明した。
　「以前より英語に興味を持つようになったと思う」と回答した学生は38％で、39％の学生が「どちら
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でもない」と答えている。動機づけの低い学生の興味を引くような授業内容を再検討する必要が判明した。
　最も評価が低かった質問事項は学生の基礎学力に関してで、30%の学生が「以前より基礎学力がついた」
と自覚しているが、一方で41%の学生が「どちらでもない」と回答している。
４．まとめ
　2009年度の英語授業の教育効果については、事前テストと事後テストの間に顕著な得点差が認められ
たことから、学生の英語の基礎力を向上させたことが明らかになった。特にリスニングスキルが大幅に向
上したことが明らかになり、ネイティブ教員による英語での授業やアルク教材を使用したリスニングの授
業が効果的に働いた可能性が示唆された。一方、リーディングセクションでは顕著な得点の伸びが見られ
なかった。今後、英語bの授業においてリーディングスキルの向上を目指す取り組みが必要であることが
判明した。その対策の一つとして、いくつかのリーディングの授業では多読教材が用いられている。語彙
の増加や速読を目指して、学生が各自のレベルに合った多読用英語テキストを選び読み進めるものだが、
このような取り組みの効果も追跡する必要があるだろう。また、リスニングにならって、リーディングの
授業におけるアルク教材の使用を義務づけることもその対策の１つになる可能性がある。
　また、学類別に平均得点の伸びを比較した結果、英語・英文学類の伸びが顕著であったことが明らかに
なったが、これは当該学類の学生が他学類と比較して多くの英語の授業を受講しているためであろうと考
えられた。より効果的な英語学習の場を提供するため、共通教養の英語科目数を増やすなどの改善策を考
えていかなければならないだろう。また、事前テストで高得点を獲得した学類は低得点の学類と比較する
と、事後テストにおいて得点の向上が見られなかった。上のレベルのクラスでの授業内容を再検討する必
要が判明した。
　アンケートによる学習者の英語授業に対する意識調査を実施したところ、ネイティブスピーカーによる
授業が最も高く評価された。今後ネイティブスピーカー教員の増員やスピーキングクラスの拡充というよ
うな見直しが必要であることが示された。CALL教材を導入した授業や、授業難易度に関しては肯定的な
回答と否定的な回答に分かれた。今後、英語授業担当者がCALL教材を取り入れた授業の運営に慣れて、
その特徴を理解するために、また、学生のレベルに対する認識を深めるためにも、オリエンテーションを
より頻繁に設ける必要があるだろう。
　１年間という短期間の教育効果の有無を調査することは容易ではないが、学生、教員　そ　英語授業の
より高度な改善と学生の英語基礎力の向上につながるだろう。
　教員同士、授業方法に関する意見交換を行うなどすれば、英語授業のより高度な改善と学生の英語基礎
力の向上につながるだろう。
　最後に、半期、または１年間という短期間の教育効果の有無を調査することは容易ではない。信頼しう
る結論に到達するため、英語の教授方法と学生の熟達度に関する研究を蓄積していけば、より有効な教育
方法の解明に通じていくであろう。
i G-TELPはGeneral Tests of English Language Proﬁ ciency（英語運用能力総合判断テスト）の略語。ロバー
ト・ラド博士（元ジョージタウン大学言語学部長）とフランシス・ヒノフォティス博士（サンディエゴ州
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立大学)を中心とするチームによって開発され、 後に、SDSU(サンディエゴ州立大学)のrTSC(International 
Testing Services Center) の主管で18か月の時間をかけて開発されたテストである。 開発コンセプトは「ネ
イティブスピーカーでない人が、 実際的な状況下で、 どの程度英語をコミュニケーション手段として駆使
する能力を有しているかを測定するJ (G-TELP Information Bulletinより)というものである。
河内山有佐(和洋女子大学言語・文学系准教授)
(2010年9月15日受付 2010年12月10日受理)
